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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年1月31日(2013.1.31)

【公開番号】特開2011-123680(P2011-123680A)
【公開日】平成23年6月23日(2011.6.23)
【年通号数】公開・登録公報2011-025
【出願番号】特願2009-280992(P2009-280992)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/153    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/42     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/153   ３３０Ａ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ａ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｐ
   Ｂ４１Ｊ  29/42    　　　Ｆ
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３８６　
   Ｈ０４Ｎ   1/00    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ処理装置であって、
　前記データ処理装置の動作を制御する制御装置と、
　表示を行う表示装置とを有し、
　前記制御装置は、
　前記表示装置での表示を制御する第１の表示制御手段と、
　前記第１の表示制御手段が前記表示装置での表示を制御しない第１の状態から前記第１
の表示制御手段が前記表示装置での表示を制御する第２の状態に移行する要因があった後
に前記表示装置で表示されるべきデータを前記表示装置に転送する転送手段とを有し、
　前記表示装置は、
　前記表示装置での表示を制御する第２の表示制御手段と、
　前記第１の表示制御手段と前記第２の表示制御手段とを切り替える切り替え手段とを有
し、
　前記切り替え手段により前記第１の表示制御手段から前記第２の表示制御手段に切り替
えられた後に前記要因があった場合、前記切り替え手段により前記第２の表示制御手段か
ら前記第１の表示制御手段に切り替えられる前に、前記第２の表示制御手段は、前記転送
手段により転送されるデータに基づいて前記表示装置での表示を制御することを特徴とす
るデータ処理装置。
【請求項２】
　前記表示装置は、前記転送手段により転送されるデータを格納する格納手段を有し、
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　前記第２の表示制御手段は、前記格納手段により格納されているデータに基づいて前記
表示装置での表示を制御することを特徴とする請求項１に記載のデータ処理装置。
【請求項３】
　前記切り替え手段は、前記制御装置が前記第１の状態に移行する場合に、前記第１の表
示制御手段から前記第２の表示制御手段に切り替えることを特徴とする請求項１または２
に記載のデータ処理装置。
【請求項４】
　前記切り替え手段は、前記制御装置が前記第１の状態から前記第２の状態に移行する場
合に、前記第２の表示制御手段から前記第１の表示制御手段に切り替えることを特徴とす
る請求項３に記載のデータ処理装置。
【請求項５】
　前記転送手段により転送されるデータは、前記制御装置が前記第１の状態に移行してい
るときに表示されるべき画面を示すデータであることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１項に記載のデータ処理装置。
【請求項６】
　前記第１の状態は、前記第１の表示制御手段へ供給する電力が減るまたは前記第１の表
示制御手段へ電力が供給されない省電力状態であり、
　前記第１の表示制御手段が前記第１の状態にあっても、前記表示装置での表示を制御す
るのに必要な電力が前記第２の表示制御手段に供給されることを特徴とする請求項１乃至
５のいずれか１項に記載のデータ処理装置。
【請求項７】
　前記切り替え手段は、前記制御装置の電源が落とされる場合に、前記第１の表示制御手
段から前記第２の表示制御手段に切り替えることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか
１項に記載のデータ処理装置。
【請求項８】
　前記第１の表示制御手段が前記第２の状態から前記第１の状態に移行する前に、前記転
送手段は前記データを前記表示装置に転送することを特徴とする請求項１乃至７のいずれ
か１項に記載のデータ処理装置。
【請求項９】
　印刷する印刷手段を有し、
　前記制御装置は前記印刷手段を制御することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１
項に記載のデータ処理装置。
【請求項１０】
　データ処理装置であって、
　表示を行う表示手段と、
　前記表示手段での表示を制御する第１の表示制御手段と、
　前記表示手段での表示を制御する第２の表示制御手段とを有し、
　前記第１の表示制御手段が前記表示手段での表示を制御しない第１の状態から前記第１
の表示制御手段が前記表示手段での表示を制御する第２の状態に移行する要因が、前記第
１の表示制御手段が前記第１の状態にあるときに、あった場合、前記第２の表示制御手段
は、前記要因があった後に表示すべきデータに基づいて、前記表示手段での表示を制御す
ることを特徴とするデータ処理装置。
【請求項１１】
　前記要因があった後に表示すべきデータを格納する格納手段を有し、
　前記第２の表示制御手段は、前記格納手段に格納されているデータに基づいて前記表示
手段での表示を制御することを特徴とする請求項１０に記載のデータ処理装置。
【請求項１２】
　前記第１の表示制御手段が前記第２の状態から前記第１の状態に移行する前に前記デー
タが前記格納手段に格納されることを特徴とする請求項１１に記載のデータ処理装置。
【請求項１３】



(3) JP 2011-123680 A5 2013.1.31

　前記第１の状態は、前記第１の表示制御手段へ供給する電力が減るまたは前記第１の表
示制御手段へ電力が供給されない省電力状態であり、
　前記第１の表示制御手段が前記第１の状態にあっても、前記表示手段での表示を制御す
るのに必要な電力が前記第２の表示制御手段に供給されることを特徴とする請求項１０乃
至１２のいずれか１項に記載のデータ処理装置。
【請求項１４】
　データ処理装置であって、
　前記データ処理装置を制御する制御手段と、
　表示を行う表示手段と、
　前記表示手段で表示されるべきデータを格納する格納手段と、
　前記制御手段が前記データ処理装置を制御しない第１の状態から前記制御手段が前記デ
ータ処理装置を制御する第２の状態に移行する要因があった後に表示すべきデータを、前
記制御手段が前記第１の状態に移行する前に、前記格納手段に転送する転送手段と、
　前記制御手段が前記第１の状態にあるときに前記要因があった場合に、前記転送手段に
よって前記格納手段に転送されて前記格納手段に格納されているデータに基づいて前記表
示手段での表示を制御する表示制御手段とを有することを特徴とするデータ処理装置。
【請求項１５】
　前記第１の状態は、前記制御手段へ供給する電力が減るまたは前記制御手段へ電力が供
給されない省電力状態であり、
　前記制御手段が前記第１の状態にあっても、前記表示手段での表示を制御するのに必要
な電力が前記表示制御手段に供給されることを特徴とする請求項１４に記載のデータ処理
装置。
【請求項１６】
　データ処理装置での表示を制御する表示制御方法あって、
　前記データ処理装置の動作を制御する制御装置から表示を行う表示装置へ、前記制御装
置の第１の表示制御手段が前記表示装置での表示を制御しない第１の状態から前記第１の
表示制御手段が前記表示装置での表示を制御する第２の状態に移行する要因があった後に
前記表示装置で表示されるべきデータを転送する転送ステップと、
　前記第１の表示制御手段から前記前記表示装置での表示を制御する前記表示装置の第２
の表示制御手段に切り替えられた後に前記要因があった場合に、前記第２の表示制御手段
から前記第１の表示制御手段に切り替えられる前に、前記第２の表示制御手段により、前
記転送ステップで転送されるデータに基づいて前記表示装置での表示を制御する表示制御
ステップとを有することを特徴とする表示制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　そこで、本発明では、データ処理装置を省電力状態または電源オフ状態に移行させられ
るようにしつつ、必要な情報を表示装置で表示できるようにもすることを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明に係るデータ処理装置は、前記データ処理装置の動作を制御する制御装置と、表
示を行う表示装置とを有し、前記制御装置は、前記表示装置での表示を制御する第１の表
示制御手段と、前記第１の表示制御手段が前記表示装置での表示を制御しない第１の状態
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から前記第１の表示制御手段が前記表示装置での表示を制御する第２の状態に移行する要
因があった後に前記表示装置で表示されるべきデータを前記表示装置に転送する転送手段
とを有し、前記表示装置は、前記表示装置での表示を制御する第２の表示制御手段と、前
記第１の表示制御手段と前記第２の表示制御手段とを切り替える切り替え手段とを有し、
前記切り替え手段により前記第１の表示制御手段から前記第２の表示制御手段に切り替え
られた後に前記要因があった場合、前記切り替え手段により前記第２の表示制御手段から
前記第１の表示手段に切り替えられる前に、前記第２の表示制御手段は、前記転送手段に
より転送されるデータに基づいて前記表示装置での表示を制御することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係るデータ処理装置は、表示を行う表示手段と、前記表示手段での表示を制御
する第１の表示制御手段と、前記表示手段での表示を制御する第２の表示制御手段とを有
し、前記第１の表示制御手段が前記表示手段での表示を制御しない第１の状態から前記第
１の表示制御手段が前記表示手段での表示を制御する第２の状態に移行する要因が、前記
第１の表示制御手段が前記第１の状態にあるときに、あった場合、前記第２の表示制御手
段は、前記要因があった後に表示すべきデータに基づいて、前記表示手段での表示を制御
することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明に係るデータ処理装置は、前記データ処理装置を制御する制御手段と、
　表示を行う表示手段と、前記表示手段で表示されるべきデータを格納する格納手段と、
前記制御手段が前記データ処理装置を制御しない第１の状態から前記制御手段が前記デー
タ処理装置を制御する第２の状態に移行する要因があった後に表示すべきデータを、前記
制御手段が前記第１の状態に移行する前に、前記格納手段に転送する転送手段と、前記制
御手段が前記第１の状態にあるときに前記要因があった場合に、前記転送手段によって前
記格納手段に転送されて前記格納手段に格納されているデータに基づいて前記表示手段で
の表示を制御する表示制御手段とを有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る表示制御方法は、データ処理装置での表示を制御する表示制御方法あって
、前記データ処理装置の動作を制御する制御装置から表示を行う表示装置へ、前記制御装
置の第１の表示制御手段が前記表示装置での表示を制御しない第１の状態から前記第１の
表示制御手段が前記表示装置での表示を制御する第２の状態に移行する要因があった後に
前記表示装置で表示されるべきデータを転送する転送ステップと、前記第１の表示制御手
段から前記前記表示装置での表示を制御する前記表示装置の第２の表示制御手段に切り替
えられた後に前記要因があった場合に、前記第２の表示制御手段から前記第１の表示制御
手段に切り替えられる前に、前記第２の表示制御手段により、前記転送ステップで転送さ
れるデータに基づいて前記表示装置での表示を制御する表示制御ステップとを有すること
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を特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明によれば、データ処理装置を省電力状態または電源オフ状態に移行させられるよ
うにしつつ、必要な情報を表示装置で表示できるようにもする。
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